
様式10-1  

（　令和5）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　   　　（京都市醍醐）児　童　館

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

（２）遊びの教室活動 0
工作 12 63 583 55 35 736 工作を毎月計画し、実施。

0 プラ板、カレンダ－、ポンポンキャッチなど
遊びDay（毎月） 12 28 505 16 24 573 毎月１回設定し、おおなわ　ボールを使った遊び等
折り紙　(玄関壁面飾り） 4 16 16 毎月季節に合わせた壁面飾り用の折り紙をする
しまつの心楽考 1 47 2 49 エコまちステーション
環境学習会 1 27 1 2 30 エコまちステーション（ゴミ収集方法の変遷）

0 NPO法人遊びの広場主催
0

（３）行事活動 0
児童館探検 1 53 4 57 新一年生に児童館でのルール等を上の学年が教える
体力測定 2 3 90 8 5 106 握力，反復横とび等の測定
遠足 1 41 11 1 53 琵琶湖博物館・草津市立水生植物公園
お兄さんお姉さんと一緒 1 13 28 3 21 65 乳幼児と学童との交流活動 上級生会議がとても活かされている
ビーズブレスレット作り 1 6 15 9 2 6 38 少年補導の協力での活動 地域の方と触れ合う良い機会となっている

おいもパーティー 1 7 40 5 3 55 自分達で育てたおいもを掘りパーティーをする
クリスマスお楽しみ会 1 7 40 5 3 55
出前講座（食品ロス） 1 3 43 3 7 4 60
出前講座（ネットトラブル） 1 26 2 3 4 35
安全指導　防犯・衛生・交通安全 6 217 13 3 233 安全面や衛生面など日常生活での大切なことを学ぶ
避難訓練(消防署員による） 1 34 1 3 38 醍醐消防分署員による消火訓練
避難訓練 毎月 496 496 地震・火事・不審者を想定した館独自の訓練 自分の身は自分で守る訓練
防犯訓練 1 48 3 2 53 山科警察署員による防犯教室

中高生さん寄ってこか 2 21 21
中学校に許可を得て、帰り道に児童館によってもらい
小学生や職員との交流事業を行っている

学童クラブ出身の子たちが来てくれることが多く漫画を見てくつろ
いだり、卓球をして遊んでいて居場所づくりにもなってきている

中高生と赤ちゃんの交流 2 21 21 中高生世代を対象に妊婦体験や子育て体験の機会を設けている

だいごde　まなぶくん 11 2 445 1 23 12 483 学生ボランティアの先生と一緒に学習や遊び活動を行う

壁面製作　（地域行き） 4 6 3 9 地域の施設に届ける壁面を制作する

菜園活動 毎週3回 614 161 775 玉ねぎ・サツマイモ・花の世話

（４）クラブ活動
縄跳びｸﾗﾌﾞ　毎月・木曜日 42 14 2326 35 162 2537 児童館前の広場で練習を積み重ねている
一輪車ｸﾗﾌﾞ　毎火曜日 41 9 1112 49 1170 児童館前の広場で練習を積み重ねている

（５）地域間交流促進活動

醍醐児童館こども運営委員会 1 4 2 6 上級生委員会で実施した行事の報告や計画案を発表する場 児童館職員以外の外部の大人に向けて自分たちで考えた言葉で報告
をしたりする貴重な経験となっている

地域内事業所　福祉施設 4 6 3 9 福祉施設に季節ごとの壁面を作成してプレゼント
地域内事業所　ゆうちょ銀行 2 52 1 53 ゆうちょ銀行とコラボして夏のお便りや壁面を作成
醍醐中学校生き方探究チャレンジ体験 ４日間 3 3 醍醐中学校よりチャレンジ体験に来ている

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。
　　　推進活動は，指針に基づき(９)地域を知る活動(１０)移動児童館活動に分類して記入すること。
　　　指定活動は，指定児童館のみ別途報告すること。
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身近な材料を使ったエコ工作や季節にあった
工作を行った。学校が早く終わる日に工作日
を設けることで一般来館の子どもたちも利用
しやすいようだ。

京都府諸費生活安全センターより大学生ボランティアを
派遣してもらい出前授業をしてもらう

合　　　　計 19 192 6878

参　　　　加　　　　人　　　　数

乳幼児
小１～３年 小４～６年

中高生 大人
ボランティア

合計


